
1 

地域再生計画 

 

１ 地域再生計画の名称 

森林資源活用による林業の魅力づくりプロジェクト 

 

２ 地域再生計画の作成主体の名称 

島根県飯石郡飯南町 

 

３ 地域再生計画の区域 

島根県飯石郡飯南町の全域 

 

４ 地域再生計画の目標 

４－１ 地方創生の実現における構造的な課題 

町域の約９割を森林が占めているものの、そのうち７割は小規模な私有林で

あり、木材価格の長期的な下落による収益性低下、過疎・高齢化といった状況

を背景に林業素材生産にとって厳しい状況が続いている。 

また、林業経営体は 2010年→2015年で 23%の減少、林業従事者も 16%の減少と

減少傾向に歯止めがかからず、山林管理が持続可能な状況に無い。また、山林で

の作業が減少したことにより里山の荒廃が進み、イノシシやツキノワグマ、タヌ

キの出没が増加。農産物への被害が深刻化している。 

 

４－２ 地方創生として目指す将来像 

 島根県飯南町は、人口 5,031人（H27国勢調査）、標高約 450ｍの中国山地の山

間にある高原の町である。面積 242.88ｋ㎡の 86.8％を林野が占め、豊富な森林

資源を生かした林業と寒暖差を生かした良質米や園芸作物を中心とする農業を

基幹産業としてきた。 

 しかし、特に林業においては、材価格の低迷や林業従事者の減少により衰退の

一途をたどっている。これを打破するため、飯南町では木質バイオマスセンター

（2014 年）を整備し、地域住民による未利用材活用を進め、平成 28 年度での木

材利用は年間 5,500ｔ（約 4,400 ㎥）増加し、年間 27,000 ㎥となった。しかし、

基本となる林業や木材利用での産業自体の衰退は進んでおり、豊富な森林資源に

恵まれていても生活の糧としての産業を作り上げていかなければ、若者の定住や

人口減少を食い止める事はできない。 

 島根県立飯南高等学校、島根県中山間地域研究センター、島根県立農林大学校

などの教育・研究機関や(一財)地域・教育魅力化プラットフォーム、飯石森林組
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合などの地元企業、林業の振興を図る企業などと連携し、人材の発掘と能力開発

を行いつつ、林業での起業を進めていき、町内の雇用の拡大を図っていく。また、

木を伐採し森林資源を活用することで、農地や林地、里山を守ることになり、近

年被害が大きくなっているイノシシやツキノワグマなどの獣害の抑制にもつな

げていく。 

 

【数値目標】 

 
事業開始前 

（現時点） 

H30 年度 

増加分 

１年目 

H31 年度 

増加分 

２年目 

H32 年度 

増加分 

３年目 

H33年度 

増加分 

４年目 

H34年度 

増加分 

５年目 

KPI増加

分の累計 

地域商社による新規

雇用数（人） 
0 0 0 1 1 2 4 

人材育成プログラム

の受講者数（人） 
0 0 0 3 3 5 11 

森林業関連、林業木

材加工業関連での新

規起業数（件） 

0 0 0 0 1 2 3 

地域商社の売上高

（百万円） 
0 0 0 5 20 30 55 

 

５ 地域再生を図るために行う事業 

 ５－１ 全体の概要 

本町は、町域の約９割を森林が占めているが、木材価格の下落による林業の収

益性低下や過疎・高齢化を背景に、林業経営体や林業従事者が減少し、林業その

ものや山林管理にとって厳しい状況が続いている。これを打破するため、木質バ

イオマスセンターを整備し、地域住民による未利用材活用を進めている。しかし、

林業自体の衰退は進んでいるのが現状である。 

課題解決に向けて、林業６次産業化を進める地域商社を立ち上げ、町産材の需

要を喚起し、建材やその他用途での木材利用を進めると同時に、各教育・研究機

関と連携して、地域商社の自立的発展や町内事業者の事業拡大を支える人材や次

代を担う林業家、起業家の発掘と能力育成を行い、魅力ある林業の構築を進める。 

 

 ５－２ 第５章の特別の措置を適用して行う事業 

 地方創生推進交付金（内閣府）：【A3007】 

 ① 事業主体 

島根県飯石郡飯南町 
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 ② 事業の名称：森林資源活用による林業の魅力づくりプロジェクト 

 

③ 事業の内容 

 課題解決に向け、林業による地域おこしに実績のある企業と町内事業体を

中核にした地域商社を立ち上げ、以下の事業を実施する。 

〇地域商社を通じた林業６次産業化 

 「地域商社」の設立展開を通じ、飯南町産材の需要を喚起し、用材やその

他用途での木材利用を促進する。 

〇地域商社の自立・発展や町内事業者の事業拡大を支える中核人材の育成 

 「地域商社」が島根県立飯南高等学校、島根県中山間地域研究センター、

島根県立農林大学校、地域・教育魅力化プラットフォーム等と連携しながら

人材発掘と能力育成を行い、次代を担う林業家、起業家の育成を行う。また、

新規起業が増えることで町内の若者の新たな就業先が生まれ、高校卒業後に

優秀な人材が町外へ流出するのを防ぐ役割を果たす。 

 

 ④ 事業が先導的であると認められる理由 

【自立性】 

 林業・木材業を起点とした地域おこしの実績のある企業、バイオマス活用

に実績のある団体が中核となる地域商社により綿密に計画、制度設計された

事業により早期の自立を図る。また、飯南材応援ファンド（仮称）によりフ

ァンづくりと共に安定的資金を獲得する。また、ビジネス、マーケティング、

人材育成の研修などを通じて、ノウハウを蓄積する。 

 

  【官民協働】 

 地域商社の立ち上げ、自立に向け林業での６次産業化に実績のある企業の

ノウハウを活用して、地域商社の設立、流通・販売などの体制を確立し、行

政はその体制づくりを支援し、（一財）地域・教育魅力化プラットフォーム

や教育機関などと連携して、林業の担い手育成プロセスの作成を進める。 

 

【政策間連携】 

 本町の 86%を占める豊富な森林資源を活用した林業振興と雇用の創出に加

えて、「林業魅力化の学校教育との連携」、「観光振興・交流人口の増加」、

「里山再生による鳥獣被害の抑制（イノシシ・クマ）」、など町内の政策課

題と結びつけることで、相乗効果を高める。また、連携にあたっては、林業

や鳥獣被害、地域づくりなどの調査・研究を行っている島根県中山間地域研
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究センター（飯南町上来島）を活用する。島根県中山間地域研究センターは、

中国５県の共同研究センターで、広域的な研究や共同事業に取り組んでおり、

その調査・研究機関が本町にあることの意義は非常に大きい。 

 

【地域間連携】 

本町は、松江、広島を結ぶ国道 54 号線沿いに位置することから、交通ア

クセス上の優位性を活かし、県産材を使った木造住宅仕様「しまねの木の家」

需要に飯南町産材で応えることで相乗効果が図られる。また、狩猟的価値発

現をキーワードに林業６次産業化と人材育成に取り組んでいる占冠村と連

携し、人材交流や相互に研修を地域企業へ斡旋するなどを通じたノウハウの

共有化、蓄積など相乗効果を図る。 

 

⑤ 重要業績評価指標（KPI）及び目標年月 

【数値目標】 

 
事業開始前 

（現時点） 

H30 年度 

増加分 

１年目 

H31 年度 

増加分 

２年目 

H32 年度 

増加分 

３年目 

H33年度 

増加分 

４年目 

H34年度 

増加分 

５年目 

KPI増加

分の累計 

地域商社による新規

雇用数（人） 
0 0 0 1 1 2 4 

人材育成プログラム

の受講者数（人） 
0 0 0 3 3 5 11 

森林業関連、林業木

材加工業関連での新

規起業数（件） 

0 0 0 0 1 2 3 

地域商社の売上高

（百万円） 
0 0 0 5 20 30 55 

 

⑥ 評価の方法、時期及び体制 

【検証方法】 

町民代表や各種団体等で構成する「飯南町まち・ひと・しごと創生推進会

議」において、評価検証を行う。また、町議会の決算委員会にて、評価検証

を受ける。また、必要に応じ、全員協議会に諮るなどする。 

 

【外部組織の参画者】 

商工団体、金融機関、教育機関、労働団体、ＰＴＡ、報道関係など 
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【検証結果の公表の方法】 

検証後、速やかに飯南町ホームページで公表する。 

 

⑦ 交付対象事業に要する経費 

   ・法第５条第４項第１号イに関する事業【A3007】 

総事業費  93,500千円 

 

⑧ 事業実施期間 

地域再生計画認定の日から平成 35年３月 31日（５ヵ年度） 

 

⑨ その他必要な事項 

    特になし 

 

 ５－３ その他の事業 

  ５－３－１ 地域再生基本方針に基づく支援措置 

該 当 な し  

 

５－３－２ 支援措置によらない独自の取組 

（１）木質バイオマス推進事業 

     事業概要：住民を対象に、チェンソーや軽架線の利用技術習得を目的に講

習会を開催する。通常、雑木をお金に買えることは難しいが、

住民が木質バイオマスセンターに伐りだした雑木を持ち込む

と、重量によって「地域通貨」に交換できる仕組みとなってい

る。持ち込まれた雑木は、商品化（おが粉、薪）し、農業や畜

産業に利用している。飯南特別栽培米の高付加価値化と産業振

興を図り、所得向上と雇用拡大に繋げる。 

     実施主体：島根県飯石郡飯南町 

     事業期間：平成 26年度～ 

 

６ 計画期間 

地域再生計画認定の日から平成 35年３月 31日まで 

 

７ 目標の達成状況に係る評価に関する事項 

 ７－１ 目標の達成状況に係る評価の手法 
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  【検証方法】 

町民代表や各種団体等で構成する「飯南町まち・ひと・しごと創生推進

会議」において、評価検証を行う。また、町議会の決算委員会にて、評価

検証を受ける。また、必要に応じ、全員協議会に諮るなどする。 

 

【外部組織の参画者】 

商工団体、金融機関、教育機関、労働団体、ＰＴＡ、報道関係など 

 

 ７－２ 目標の達成状況に係る評価の時期及び評価を行う内容 

【数値目標】 

 
事業開始前 

（現時点） 

H30 年度 

増加分 

１年目 

H31 年度 

増加分 

２年目 

H32 年度 

増加分 

３年目 

H33年度 

増加分 

４年目 

H34年度 

増加分 

５年目 

KPI増加

分の累計 

地域商社による新規

雇用数（人） 
0 0 0 1 1 2 4 

人材育成プログラム

の受講者数（人） 
0 0 0 3 3 5 11 

森林業関連、林業木

材加工業関連での新

規起業数（件） 

0 0 0 0 1 2 3 

地域商社の売上高

（百万円） 
0 0 0 5 20 30 55 

 

 ７－３ 目標の達成状況に係る評価の公表の手法 

検証後、速やかに飯南町ホームページで公表する。 


